
KPI設定の考え方

【議題2】



KPI見直しにあたっての主な視点

1．本市が主体的に数値を把握できるか

本市以外が調査・集計しているものをKPIとした場合、その調査・集計自体が廃止される可能性や指標の定義、
調査・集計の方法が変更されて、適切な数値の把握ができなくなる可能性がある。そのため本市が主体的に数
値を把握できる数値を中心に、KPIは検討する必要がある。

2．数値の変動要因を把握、分析できるか

KPIを効果的に活用するためには、進捗を踏まえて事業の効果性を検証する必要があるが、例えば人の心理

が関連している指標は、社会経済情勢の影響を受けやすく、数値の変動要因を把握、分析することが難しくな
る可能性があり、「実施した事業がKPIに寄与したのか、何がKPIの変動に影響したのか」の検証も容易ではな

い。そのため数値の変動要因を把握、分析できる指標をできる限り設定する必要がある。

3．外部要因の影響が大きすぎないか

どのような指標でも、外部要因の影響を一定受けることはやむを得ないが、その影響が大きすぎた場合は事業の
効果性や施策の進捗状況を適切に把握することが難しくなる。そのため外部要因の影響が大きすぎない指標を
設定する必要がある。

4．5年間の着実な施策推進により実現可能な目標値か

目標を高く持って施策を推進することは重要であるが、KPIは理想を掲げたものでなく、あくまで施策の評価指標
である。「施策に位置づけられる各取組を5年間実施すれば、どの程度の向上が見込めるか」を想定するなど、
実現可能性を踏まえて2030年度の目標値を設定する必要がある。

KPI（Key Performance Indicator）・・・重要業績評価指標
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KPI設定のロジックモデル（イメージ）

インプット
【施策の推進】

アウトプット
【施策の産出物】

アウトカム
【施策の効果】

保育施設の整備
保育士の確保

大 ← 市の施策による影響 → 小※アウトプットやアウトカムには
複数の段階がある。上記
例はイメージとして単純化。

KPIはより高次であることが望ましいが、施策の評価指標であることを踏まえ、
外部要因の影響度の大きさ等を考慮の上、検討する必要がある。

例えば大規模な住宅開発等によ
り特定の地域で就学前児童が急
増すれば、市全体の受入枠が増
加しても待機児童は増加する可
能性がある。

共働きが増加する中、仕事をしな
がら安心してこどもを生み育てるに
は、職場の理解や配偶者の家
事・育児、勤務の状況など様々な
要素が影響する可能性がある。

【例】 施策 3-（1） 妊娠から青年期まで切れめのない子育て支援の充実

保育施設の
受入枠の増加

待機児童の
減少・解消

（指標）
待機児童数

インパクト
【最終的な目的・目標】

多様化する子育てニーズに対応
できるよう、それぞれのライフス
テージに合わせた切れめのない
子育て支援の充実を図り、すべ
ての家庭が安心してこどもを生み
育てられる環境形成をめざす。

（指標）
子育て世代の離職率

（指標）
保育施設の定員数

小 ← 外部要因の影響 → 大
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KPI設定の考え方（案）

指 標

重点戦略の施策ごとに１つのKPIを設定することを基本とする。 ※

指標の設定にあたっては、以下を主な視点として検討する（指標の必須要件ではない）。

① 定量的な指標であること ※

② できる限り毎年度、数値を把握できる指標であること ※

③ 本市が主体的に把握できる指標であること

④ 数値の変動要因を把握、分析できる指標であること

⑤ 外部要因の影響が大きすぎない指標であること

目標値
「100％」や「ゼロ」などの理想を掲げた目標値ではなく、計画期間の5年間の施策推進により実現
可能な目標値を設定する。 ※

※は現行の基本計画のKPI設定においても基本としている考え方で、次期基本計画に引き継ぐもの。
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